	[image: image1.png]




	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１９年１１月１３日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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　11月25日（月）に『朝鮮問題の過去と現在 徴用工問題の本質』と題して仲尾宏さん（京都造形芸術大学歴史遺産学科客員教授）を講師に学習会を開催します。（別紙）


学んで事実を広げていきましょう。





場　所：滋賀県弁護士会館（大津市梅林1-3-3）


時　間：18時30分から20時20分





　毎月県内10数カ所で3000万人署名・19の日行動がもたれています。憲法共同センターは10月、下記の日程・場所で行います。ご参加ください。


11月18日（月）18：00～石山駅前　※市民アクション


※署名セット、横断幕、プラカードなどお持ちください！








◆今後の予定◆


　　11月5日から　　　 自治体キャラバン（県内各地）自治体への平和課題の要請もあります。


　　11月18日（月）　　19の日行動（各地）　共同センターは上記のとおり。


11月25日（月）　　憲法共同センター学習会（18:30-弁護士会館）





戦争、アカンで！





11月3日、大津市内で市民アクション滋賀の主催により県民集会が開催されました。


講師は宇都宮健児さん（弁護士）でした。


宇都宮さんは、情勢の中で、改憲を許さないためには3000万人署名と次期の選挙が重要と強調されました。貧困問題にも触れ、安倍政権により拡大していると示されました。また、徴用工問題による韓国叩き、改元など利用し国民の目をそらさせ不満が政権に向くのをそらしていると指摘されました。終始熱く語られ、「当面は改憲阻止、地域の自民党支配を変えるため地方から変えていこう」と閉められました。会場一杯の200人の参加でした。








